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１．研究計画の概要 
内陸アジア地域を構成するテュルク系諸民
族自身が残した現地語の諸文献は、当地域の
歴史・社会・文化を研究するためのもっとも
基本的な材料であるにも拘わらず、いまだ十
分に活用されているとは言い難い状況にあ
る。とりわけ 14 世紀以降から 20 世紀初頭ま
での長きにわたり当地域の文章語であった
チャガタイ語の写本、ならびに現代語への移
行期に著された様々な正書法を用いたテュ
ルク系言語文献は、世界各地の図書館・研究
機関そして民間に散在しており、それらに関
する研究体制は依然遅れた段階にある。本研
究課題はこのような現状に鑑みて、内陸アジ
ア、とくに中国領新疆で近現代(18-20 世紀)
に作成されたテュルク諸語文献を対象とし
て、その包括的な史料研究を推進し、当該分
野の発展に寄与する文献リソースの構築を、
オンライン・データベースの構築と公開、な
らびに解題文献目録の出版により実現する
ものである。 
 
２．研究の進捗状況 
当研究課題はその活動の柱を(1)収集(2)研究
(3)総合(4)発信の４つのタスクカテゴリーに
置いており、概してすべてのカテゴリーにお
いて予定通りの進捗を達成していると言え
る。まず(1)収集においては中国・新疆ウイグ
ル自治区で一次史料文献(主としてチャガタ
イ語写本)の複写物、ならびに二次研究文献
(現代ウイグル語雑誌記事を中心とする)の収
集活動を毎年実施した。さらにこれら収集文
献についてはすべて当プロジェクト活動の

中で電子化を施し、書誌研究に供する体制の
整備をおこなった。(2)研究活動は研究代表者
ならびに分担者の史料研究活動に加え、当研
究プロジェクトメンバーおよび外部参加者
からなる文献の輪読会、ならびに史料研究会
を複数回開催しており、史料情報、ならびに
研究手法に関する情報の共有と深化に努め
るとともに、次項の情報の総合に資する書誌
情報の分析と蓄積とを推進した。(3)総合は当
プロジェクトの前身プロジェクト（特別推進
研究 GICAS、東京外国語大学 2001-2006）で
構築した文献データベース（ODIAS）を基礎
とした新疆史関連チャガタイ語写本史料解
題参照目録の編纂を目指し、これまでにデー
タベースの情報追加と内容の充実を推進す
るとともに、書籍版の目録仕様の策定を完了
した。そして(4)発信は当プロジェクトで推し
進めてきた書誌研究の成果を米国中央ユー
ラシア学会年次大会（2006, 2007, 2008）、中
国新疆ウイグル自治区ウルムチ市で開催さ
れた国際学術会議「シルクロードのマザール
文化研究」(2008)などで報告するとともに、
当該研究テーマに関する国際的協業体制の
必要性の周知に努めた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
当プロジェクトの最終的な具体的目標は前
述の諸タスクの遂行を通じて、まずもって紙
媒体(書籍)と電子媒体（CD-ROM～インター
ネットメディア）の両面で新疆写本史料の解
題参照目録の構築を完了させることにある。
現時点においては両媒体の基礎をなすデー



タベースの構築に関しては、3 年間の活動を
通じて前項で述べたように文献の収集と書
誌情報の蓄積・研究が進められ、また最終的
なアウトプット(出版ならびにインターネッ
トでの発信)に向けた基本仕様の策定などが
完了した。以上、当研究課題は当初の予定に
照らし、ほぼ初期の計画を達成しているもの
と考えられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
上述の結果を受け、最終年度である今年度は
まず(1)解題参照目録データベースのインタ
ーネットでの公開を達成することと、(2)その
書籍版の出版に向けその編集作業を完成さ
せ版下の組版まで完了させることにある。ま
た 9 月に予定される米国中央ユーラシア学会
年次大会（カナダのトロントで開催）にて再
び史料研究の成果を報告するパネルを組織
し、同時に当プロジェクトの公開データベー
スの国際的な周知に努める。こうした取り組
みを通じ、将来的には当プロジェクトのイン
ターネットメディアによるデータベースを
核とする国際的なテュルク諸語文献を中心
とする新疆史料研究の協業体制の確立を目
指したい。 
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